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図書館向けデジタル化資料送信サービスの

利用状況
－京都市右京中央図書館の事例－
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はじめに
　本稿では、京都市右京中央図書館における国立国会
図書館（NDL）の図書館向けデジタル化資料送信サー
ビス（以下、図書館送信）の実施状況について述べる。
　京都市右京中央図書館は、京都市の西南部に位置し、
2008 年 6 月に右京区総合庁舎の 3 階に右京図書館を拡
大移転して開館した。図書館の専有面積は、京都市図
書館 20 館の中で最大となる約 3,000 平方メートルであ
り、一日の平均来館者数は約 2,200 人、貸出冊数は約
4,500 冊、一か月当たりの新規登録者数は約 410 人と、
京都市図書館の中ではいずれも最多である（1）。利用者
は、右京区民だけでなく広く京都市全域から来館し、
また「学生の街」と呼ばれる京都らしく、市内の大学
等に通学している学生の利用者も多い。
　現在、約 28 万冊の蔵書のうち、約 4 万 2,000 冊の郷
土資料、約 4 万冊の参考資料を所蔵し、調査・研究の
ためのインターネット席 17 席、オンラインデータベー
ス席 4 席、映像視聴ブース 6 席を設けている。当館は
京都市図書館の中でも蔵書数が 2 番目に多く（2）、イン
ターネットやデータベース等のデジタル情報にも対応
するなど、他の京都市図書館に比べ、ハード面が充実
している。また、当館の 4 つのコンセプト（3）の一つに、
京都に関する資料を集中的に収集する「京都大百科事
典的図書館」を掲げ、京都市図書館全 20 館のレファ
レンス統括機能も併せ持っている。

図書館送信の提供方法、利用状況について
　当館が NDL の図書館送信の提供を開始したのは、
2014 年 2 月のことである。複写サービスは 2015 年 4
月から開始した。当館では、図書館送信をオンライン
データベース席 4 席のうち、2 席で提供している。
　利用受付はレファレンスデスクで行っており、受付
状況を見ると、固定の利用層だけでなく、常に新たな
利用者もいる。ニーズの高い資料は、公共図書館での
所蔵が難しい専門書、専門雑誌、研究書、雑誌のバッ
クナンバー、全国の地域史資料などである。また、レ
ファレンス・インタビューの中で、学生の課題研究や
個人的な調査・研究、グループ研究を目的に利用され
ていることがわかった。その多くの利用者は図書館送

信が利用できることを知らずに来館しており、担当者
がレファレンスの過程で図書館送信を紹介し、複写
サービスについても案内している。その結果か、図書
館送信の利用者の 8 割が閲覧だけでなく資料の複写も
行っている（4）。

閲覧数が多い要因
　当館では、利用者への図書館送信の周知を目的と
した特徴的な取組みを行っているわけではないが、
図書館送信の利用数が多いのは、以下の要因による
と考える。
　第一に、当館の利用しやすい立地が挙げられる。当
館は、京都市営地下鉄東西線と京福電鉄嵐山線の駅、
及び路線バスのターミナルが隣接しているため、交通
の便が良く、京都市内外からアクセスしやすい。また、
図書館の明るい入口に加え、ワンフロアの見渡しやす
い構造により、目的の場所に辿り着きやすく、リピー
ターとして頻繁に来る利用者が多い。
　第二に、「図書館利用ガイド」への掲載である。当
館では、資料の探し方や使い方を紹介する「図書館利
用ガイド」を定期的に発行しているが、昨年度は「使っ
てみよう！国立国会図書館デジタルコレクション」と
いうテーマで作成した（5）。A4 両面カラーで、利用方
法などを簡潔にわかりやすくまとめており、多くの利
用者に持ち帰ってもらった（6）。

図　図書館利用ガイド

　また、図書館送信開始後、当館が毎月発行する図書
館だより『U.C.Lib 通信』においても紹介し、2015 年
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4 月に複写サービスを追加した際にも再度取り上げた（7）。
その他、京都市図書館のウェブサイトの「電子メディ
ア」のコンテンツ（8）に、NDL の図書館送信の情報を掲
載している。加えて、自宅等で国立国会図書館デジタ
ルコレクション（以下、デジコレ）を閲覧した際に、
当館が図書館送信に参加していることを知り、来館し
たと思われるケースもある。
　第三に、京都市図書館全館への周知である。当館は、
京都市図書館唯一の、図書館送信参加館である。毎年
実施している京都市図書館全館を対象としたレファレ
ンス担当者研修会において、有用なレファレンスツー
ルの一つとして、デジコレの使い方と実例に基づいた
研修を行ってきた。また、前掲の当館作成の図書館利
用ガイドを毎年レファレンス担当者に配布し、各館に
おけるレファレンスで活用できるよう情報提供してい
る。これにより、京都市図書館全館において、当館で
利用可能な図書館送信の利用・複写サービスの案内が
できる体制にある。

レファレンスにおける活用について
　京都市において、最初に設置された図書館は、1981
年に開館した京都市中央図書館であり（9）、政令指定都
市の中でも図書館の歴史は浅い方である。そのため、
開館以前に刊行された資料をほとんど所蔵しておら
ず、絶版になった資料も閲覧できる図書館送信に助け
られる部分が大きい。
　デジコレの目次情報はインターネット公開もされて
おり大変有用だが、レファレンスにおいて、やはり本
文を閲覧できることで回答の幅が広がり、取り寄せ等
の手続きが不要なため、早く回答できる。最近の例で
は、「京都府下の公共、大学図書館に未所蔵の、とあ
る雑誌の中身をどの号でもいいから見てみたい。」と
いう質問があった。デジコレの目次情報だけでは詳細
がわからなかったが、図書館送信の収録資料で本文を
閲覧してもらうことができた。
　また、当館所蔵資料を案内したものの、資料が複写
に耐えられる状態でない場合、これまでは複写を謝絶
していたが、今では図書館送信に同じものがあれば、
そちらをプリントアウトすることで対応が可能となっ
ている。
　さらに、京都市以外の地域からも寄せられる電子
メールによるレファレンスにおいては、質問者の居住
地の図書館が図書館送信参加館かつ、当館で紹介した
資料が配信されていれば先方で入手できるため、必ず
導入状況を確認し利用者に案内している。
　レファレンスにおける調査過程において、図書館送
信の収録資料は 7 割ほど参照しており、その内 3 割ほ
どでは回答として提示している。今や当館では、図書

館送信は外すことのできないレファレンスツールの一
つとなっている。

運用上の課題
　当館で図書館送信を利用可能な端末は2台であるが、
図書館送信専用ではなく、オンラインデータベースと
兼用のため、オンラインデータベースが利用中の場合、
図書館送信を利用することができない。また、3 人以
上利用希望が重なる場合もまれにある。今後、利用が
重なる場合、オンラインデータベース利用者には、他
の専用端末に移動してもらうことや、一回あたりの利
用時間（現在 1 時間まで）を短くすることも検討する
必要がある。
　他にも、複写枚数が多い場合は、枚数の確認や著作
権の範囲内であるかどうかの確認作業に時間を要す
る。特に利用者の多い土日は、レファレンス対応と資
料の確認作業との両立に苦慮しているところである。

おわりに
　前述のとおり、当館は京都市図書館のレファレンス
の統括機能を担っている。カウンター以外でも、京都
に関する質問の電子メールや京都市の他の 19 館から
寄せられるレファレンスの回答、支援も行っており、
利用件数も年々増加している。
　また、最近は利用者から寄せられる質問が複雑、か
つ回答に求められるレベルが高くなっていることも実
感するところである。
　今後、レファレンスの量及び求められる質も高くな
ると考えられるが、引き続き図書館送信を積極的に
活用し、利用者の要望に最大限に応えるレファレンス
サービスを心がけたい。
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